
み

っ

か

い
ち

広
島
。
三
日
市
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
広
島
県
世
羅
郡
世
羅
西
町
大
字
黒
川
字
三
日
市

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
〇
年

（平
２
）

一
一
月
を

一
九
九

一
年
二
月
、　
一

九
九

一
年
四
月
ぞ

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
働
広
島
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
金
近
忠
昭

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
中
世
後
期

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

三
日
市
遺
跡
は
、
広
島
県
中
央
部
に
広
が
る
、
世
羅
台
地
と
呼
ば
れ
る
起
伏

の
比
較
的
な
だ
ら
か
な
山
間
の

地
域
に
位
置
し
て
い
る
。
遺
跡

は
、
現
在
は
水
田
と
な
っ
て
い

る
な
だ
ら
か
な
斜
面
上
に
あ
り
、

す
ぐ
北
に
は
江
の
川
の
支
流
で

あ
る
美
波
羅
川
が
西
流
し
て
い

美

る
。
遺
跡
の
存
在
す
る
世
羅
郡

∽

に
は
中
世
初
頭
に
大
田
荘
が
成

立
す
る
が
、
三
日
市
遺
跡
は
太

田
荘
域
に
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
当
時
の
様
子
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

遺
跡
の
調
査
面
積
は
約
五
〇
〇
〇
ド
で
あ
る
。
掘
立
柱
建
物
を
想
定
さ
せ
る

千
以
上
の
柱
穴
を
検
出
し
た
。
柱
穴
は
密
集
し
て
い
る
所
が
数
力
所
あ
り
、
建

物
が
近
接
し
て
建
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
や
、
何
度
も
建
て
替
え
ら
れ
た
様
子
が

窺
え
る
。
建
物
の
規
模
は

一
間
×
一
間
や

一
間
×
二
間
の
も
の
が
多
い
。
柱
の

間
隔
も

一
定
し
て
お
ら
ず
、
二
を
四
ｍ
と
広
い
も
の
が
多
い
。
瓦
は
全
く
出
土

し
て
お
ら
ず
、
瓦
葺
き
の
建
物
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
出
土
遺
物
に
は
、

土
師
質
土
器
、
陶
器
な
ど
が
多
く
、
輸
入
青
白
磁
も
若
千
含
ま
れ
て
い
る
。
他

に
、
漆
器
椀
、
木
衝
、
曲
物
、
輸
入
銅
銭
、
刀
剣
な
ど
が
出
土
し
た
。
こ
れ
ら

の
遺
物
か
ら
三
日
市
遺
跡
が
成
立

・
存
続
し
た
年
代
は
、　
一
四
ぞ

一
五
世
紀
で

あ
る
と
判
断
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
遺
跡
の
あ
り
方
や
、
遺
跡
の
あ
る
地
域
が

「
三
日
市
」
と
い
う

地
落
で
あ
る
こ
と
、
四
方
に
道
が
通
じ
て
往
来
に
便
利
な
場
所
で
あ

っ
た
こ
と
、

調
査
区
の
北
西
部
に
恵
比
寿
信
仰
の
跡
が
残
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
三
日

市
遺
跡
は
中
世
後
期
の
市
の
跡
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

木
簡

（呪
符
）
は
、
土
中
に
埋
め
ら
れ
た
山
物
の
外
側
に
接
し
て
、
立
て
ら

れ
た
状
態
で
出
土
し
た
。
曲
物
の
径
は
二
七
イ
二
九
伽
で
、
円
形
に
近
い
。
本

来
は
円
形
で
あ

っ
た
も
の
が
上
圧
で
変
形
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
曲
物
を
埋
め

た
穴
は
曲
物
の
外
径
に
ほ
ぼ
等
し
い
。
曲
物
つ
上
部
は
削
平
を
受
け
て
い
る
た

め
高
さ
は
不
男
で
あ
る
一
底
板
は
な
か
っ
た
。
埋
土
は
灰
褐
色
粘
質
上
で
灰
化

物
の
小
片
を
少
し
含
ん
で
い
た
。
い
ず
れ
の
木
衛
も
薄
い
板
状
で
、
文
字
の
書
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い
て
あ
る
方
を
外
側
に
し
て
立
て
ら
れ
て
い
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω

　

「
□
迷
故
□
□
□
」

②

　

「
□
悟
故
十
方
空
」

⑤

　

「
□
本
来
無
東
西
」

そ
れ
ぞ
れ

一
字
目
は
梵
字
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
①
は
真
言
密
教
の
偶

文
か
ら

「□
迷
故
三
界
城
」
と
な
る
。
呪
符
の
配
置
は
、
①
が
曲
物
の
西
、
②

が
南
、
０
が
東
に
そ
れ
ぞ
れ
立
て
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
配
置
を
み
る
と
三
方
に

立
て
ら
れ
た
よ
う
に
み
え
る
が
、　
こ
の
よ
う
な
状
態
か
ら
考
え
る
と
、

他
に

「口
何
処
有
南
北
」
と
記
さ
れ
た
も
の
が
曲
物
の
北
に
立
て
ら
れ
て
い
た
可
能

0            20crn

―

性
が
あ
る
。
遺
構
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
死
者

へ
の
供
養
と
か
地
鎮
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
が
、
他
に
手
掛
か
り
に
な
る
よ
う
な
遺
物
が
出
上
し
て
お
ら
ず
、
明

ら
か
で
は
な
い
。

な
お
、
呪
符
の
解
読
に
つ
い
て
は
、
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
の
志
田
原
重
人

氏
の
協
力
を
得
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（金
近
忠
昭
）
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